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1　はじめに
　商学部という邦語を英語におきかえるばあい，commercial　department
あるいはcollege　of　commerce　という表現が用いられるようである。こう
してみると，commerce　という英語は邦語の商ないしは商業に相当するもの
として理解され，また，英和辞典でも商業，通商，交易などと訳されている。
しかしながら，広い意味の経済学のなかで　commerceが論じられるぽあい
≧には，もっと明確な学問的概念規定が要求される。commerceないしcom－
merce論は早くからイギリスにおいて展開された学問領域であり，経済活動
を生産一流通一消費という3つの領域に区分したぽあいの流通領域を主たる対
象とした学問である。こうした意味では，わが国の市場論，配給論，流通論ま
tnyｽは商業学などと同じ領域を取扱う学問といえる。こうした商品流通問題を取
扱うわが国の学問が，主としてアメリカで発生したmarketing論に強い影響
を受けていることは周知のところであるが，同時に，イギリスのcommerce
論の影響を，特にその初期において，受けたことも事実である。
　イギリスに留学した際に，commerceにかんする幾つかの文献を入手したの
で，現在のイギリスにおいてcommerceがどのように理解されているかにつ
X・て再検討する機会をうることができた。本小論は，イギリスにおいて現在，
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commerceがどのように把握されているかについて，諸論者の見解を紹介す
るとともに，若干の考察を加えたものである。なお，この論文でとり上げた
commerceにかんする文献はつぎのものである。
　（1）N．Branton，　The　Structure　of　Commerce，1968．
　（2）H。G．　Hughes，　J．W．　Loveridge，　Textbook　of　Commerce，1969．
　（3）W．G．　Skinner，　Commerce　for　Secretarial　and　Business　Students，
　　1968．
　（4）L．W．T．　Stafford，　Modern　Commercial　Knowledge，1969．
　（5）S．E．　Thomas，　Commerce－Its　Theory　and　Practice，1972．
　（6）G．M．　Whitehead，　Commerce－Made　Simple，1972．
　（7）C．D．T．　Williames，　Commerce，1971．
皿　commerceの概念
　L　生産の分枝領域とcommerce
　現在のイギリスの諸論者がcommerceをどのように概念規定しているかに
ついて，上掲の諸文献を検討したばあいに，まず，共通していえることは，こ
れらの諸論者がCOmmerCeをいわゆる広義の生産（production）に含まれる’
1分枝領域として位置づけることからはじめている点である。しかしながら，
生産の分枝領域（branches　of　production）をどのように類別するかという点に
なると，各論者の間に若干の差異がみられ，これらを大別して，まず，2つに・
分けることができる。
　生産の分枝領域の分類にかんする1つの考え方は，生産を第一次産業（pri－
mary　industries），第二次産業（secondary　industries），第三次産業．（tertiary　in．
dustries），に分け，さらに第三次産業をCOmmerCeと直接サービス（direct
　　　　　　つservice）とに分類して，　commerceを第三次産業に含まれる1分野として位
置づける考え方である。この分類方法は周知された最も一般的に行われる方法
で，上掲の諸論者のなかでは，ブラントン（N．Branton），スタフォード（LW．
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T．Stafford），ホワイトヘッド（G．M．　Whitehead）などがこの立場をとってい
る。
　生産の分枝領域にかんするも1つの分類方法は，生産を産業う（industries）の
領域，commerceの領域，直接サービスの領域の3つに分類して，　commer－
ceを直接サービスのそれとともに産業の領域と並列したものとして位置づけ
る方法である。この立場をとる上掲の論老としては，スキンナー（W．G．　Skin・
ner），トーマス（S。E，　Thomas），ウィリアムス（D．T．　Williames）などがある。
　ところで，これら2つの分類方法の間にみられる差異は，前者が第一次・第
二次産業と2つに分けた領域を後者では産業の領域として1つにまとめている
こと，逆に，前老が第三次産業のなかに包括しているcommerceと直接サー
ビスとを後者では産業の領域に並列するものとしてそれぞれを独立させて分類
している点である。
　こうしたところから，いわば，両老の分類を折衷した方法をとる論者もあ
る。これがヒューズおよびラブリッジ（H．G．　Hughes，　J．W．　Loveridge）で，彼ら
はまず生産を産業とサービスの2つの領域に分け，さらに産業をee－一次産業と
第二次産業とに，またサービスをcommerceと直接サービスとに分類するの
である。こうした生産の分枝領域の分類について彼らはつぎのように説明す
るCl）。
　現在では生産（production）は製造（manufacturing）という用語よりずっと
広い意味をもつ。……生産の分枝領域（branches　of　production）はつぎのよう
に分類されよう。
　（1）第一次産業
　この分枝領域は農業，鉱業，採石業，漁業などの“抽出（extractive）産業”
からなる。この領域が第一次産業とよばれるのは，これが原料や燃料や食料な
どを得るためのあらゆる生産活動の第一段階だからである。この領域での生産
物には小麦，綿，石炭，木材，石油，石などが含まれる。
　②　製造業（または第二次産業）
　この概念のなかにはあらゆる種類の製造産業（manufacturing　industries）が
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含まれる。たとえば工業，化学工業，造船業，履物製造業，電気器具製造業な
どが含まれ，さらに，土木，発電所の建設，新しい道路や下水道の建設といっ
た建設産業もこの分枝領域に含まれる。
　うえに述べた2つの生産の分枝領域がいっしょになって産業くindustry）をか
たちつくる。いっぽう，残っている2つの領域がサービス領域（service　bran
ches）に含まれるもので，そのうちの1つがcommerce，他のものが直接サー
ビスである。
　（3）commerce的サービス
　commerce的サービス（commercial　service）はtrade，銀行，保険，運送，
保管，それに広告などの諸サービスからなる。これらのサービスは，一般に考
えられているように，最終消費財の流通にさいして存在するだけでなく，多く
の生産段階をつうじて，原料や半製品が生産者の間を移転して行くぼあいにも
存在する。つまり，売買のあるところにはこのサービスが存在するのである。
こうしてCOmmerCe的サービスは流通の諸手段（means　of　distribution）とみ
なすことができる。
　（4）直接サービス
　commerce的サービスと同じように，この領域において，人々はサービス
に関係するが，ここでのサービスはcommerceのそれとは異なったサービス
である。市民社会においては，多くの非物質的な欲求が充足されなけれぽなら
ない。そのために，直接サービス，つまり，‘人的（personal）’な性質をもった
サービスが発達し，第一次・第二次産業あるいはcomlnerce的サービスによ
るそれとは異なった別の生産活動のための領域を形成している。直接サービス
にたずさわる人々の例としては，警官，医師，教師，牧師，弁護士，裁判官，
軍人，文筆家，芸人，ジャーナリスト，国会議員などがあげられる。
　以上がヒューズおよびラブリッジによる生産の諸分枝領域についての説明で
ある。イギリスの各論者が生産の分枝領域の類別方法についてうえに述べたよ
うな若干の差異を示すとはいえ，各分枝領域についての説明の内容はヒューズ
およびラブリッジによるそれとほとんど同じである。このようにして，イギリ
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スの諸論者に共通していえることは，
　（1）commerceは生産の1分枝領域として位置づけられていること，
　（2）commerceは物質的財貨を成育・抽出・製造するいわゆる産業領域
（industrial　occupation）とは異なったサービス領域とされていること，
　（3）commerceはサービス領域といっても，人々の非物質的欲求を満たす
直接サービスの分野ではなく，財貨の売買および流通にさいして存在するすべ
てのサービスを包括する分野として位置づけられていること，
などの諸点である。
　2．commerceの概念規定
　前項にみたようなcommerceの位置づけにもとついて，イギリスの諸論者
がcommerceをどのように概念規定しているかについて考察してみよう。そ
のために，まず，各論者によるcommerceの概念規定にかんする説明を列挙
してみたい。
　（1）　N．ブラントン
　commerceとは財貨を消費者の手に移転させることによつて，財貨の栽培
活動や製造活動の作用を完成させるための諸活動である（2）。
　commerceは生産過程の基本的1部分を形成する特殊化された諸活動の1
集団である。この集団はtradeと，運送・銀行・保険および保管などからな
るtradeを助成する諸活動とによって，供給者と消費者とを連結するものであ
る（3）。
　（2）H．G．ヒューズおよびJ．W．ラブリッジ
　commerceという言葉は2つのラテン語，つまり，　cum（with）とmerx
（merchandise）とからできている。したがって，言葉のうえからいえぽ“財貨
とともにあること　　with　goods”と解釈することができよう。これは現在
でもあてはめられる。というのは，われわれの研究は，基本的には，財貨の流
通（distribution　of　goodsMこかんするものだからである（4）。
　（3）W．G．スキンナー
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　COInmerCeは流通（distribution）という一語に要約できよう。もっと科学的
にいえぽ，COmmerCeは自然と人間とによる生産物の流通と交換（exchange）
とにかんする人間活動の分野である，と定義することができよう⑤。
（4＞LW．T．スタフォード
　財貨およびサービスの交換をわれわれはcommerceと呼んでいる。しかし
ながら，commerceという言葉にはそれ以上の意味がある。　commerceには
これに関係する人々の間での相互交流ないし相互伝達が含まれる（6）。
　（4）S．E．トーマス
　commerceの領域は財貨の売買，商品の交換および完成品の流通を取扱
う⑦。
　（6）G．M．ホワイトヘッド
　commerceとは，地球上の田畑，鉱山，海洋，森林および工場などで生産
された剰余財貨のすべてを適正な場所に，適正な状態で，適正な時期に，適正
な数量を，適正な価格で，最終消費者にとどけるための流通および交換であ
る。
　なお，この定義にかんしては，つぎの諸点に留意しなければならない。
　＠commerceが取扱うのは剰余財貨だけである。生産者によって消費さ
　　れる財貨はcommerceの対象とはならない。
　⑮財貨は最終消費老にとどけられねぽならない。このことは，生産老がそ
　　の市場から離れているという地理的隔離の克服を意味している。
　◎　財貨は消費者が要求するような状態でとどけられねぽならない。このこ
　　とは，財貨が必要とされるときに完全な状態にあるように生産と消費との
　　間にある時間的隔離の克服がなされねぽならないことを意味している。
　⑥　今日の生産は一般に大量生産であるのに対して，消費は少量である。し
　　たがって各商品は家族あるいは個人にとってさえ適正な分量となるように
　　分割されねばならない。
　⑥すべての過程は価格が常に合理的であるように効率的に運営されなけれ
　　ぽならない⑧。
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　（7）　D．T．ウィリアム
　われわれは，現在，commerceとはtradeと生産者から消費者へ財貨を流
通させあるいは移転させることを助成するものとを意味する，と規定すること
ができる。これは，適正な財貨を，適正な人々に対して，適正な場所に，適正
な時期に，適正な価格で移転させようと努力するものである（9）。
　以上ががここにとり上げたイギリスの諸論者によるcommerceの概念規定
にかんする説明の大要である。これらの所説は表現のしかたについて若干の相
違がみられるとはいえ，これらの所説を通じて主張されているところは，
　（1）COmmerCeとは財貨の流通（distributi・n）ないし交換（exchange）であ
．ること，
　（2）commerceは財貨についての社会的な需給の適正な結合を達成するこ
　　　　　　　　　　　ti）
とを目的とすること，
　（3）commerceにはうえの目的をはたすための特殊化された諸活動が包括
されていること，
　などであろう。したがって，こうした諸主張を整理してみると，
　commerceとは財貨を生産者から消i費者へ移転させ，その社会的需給の適
正な結合をはかることを目的とした諸活動を統括した概念である
　と規定することができよう。
　ところで，commerceがこうした内容をもつものとして概念規定されたぽ
あい，commerceという用語は邦語のどのような用語によっておきかえるこ
とができるものなのであろうか。土屋好重博士は，トレード（trade）もコマー
ス（commerce）もともに商業や商に関係する用語である。そしてトレードは
だいたいにおいてわが国の商業の語に合致し，コマースはそれより広い意義の
ものであると理解される⑩，としてtradeには商業という邦語がおきかえら
，れるとしながらも，commerceについては邦語をあてはめ：ておられない。
tradeについては後ほど検討することとして，　commerceは土屋博士の見解
のように邦語での商業という用語のそれよりも広い意味をもつものではあろ
う。結論的にいえば，commerceに相当する邦語としては「流通」ないしは
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「流通活動」をあてることが最も近いように思われる。しかし，commerceに
おきかえられる流通という邦語は，ただたんに，ながれかようこと，を意味す
るだけのものでもなく，また，財貨が生産者から消費者へ物的に移転する現
象，を表わす用語として用いられたばあいのそれでもない。わが国の配給論・
流通論あるいは商業学などの学問分野で，流通を，流通経済の下において，物
資を生産者の側から，消費者の側に移転するに要せられる，諸活動の総合概
念⑪，と規定したぽあいのそれでなけれぽならないであろう。
　さらに，commerceの概念がうえのように把握されたぽあい，アメリカに
おけるmarketingの概念とのかかわりももつ。アメリカにおけるmarketing
の概念規定にかんしては多様な見解がみられるが，これらは大別して，社会経
済的視点から規定する立場と個別経済的視点から規定する立場とに分類するこ
とができる。たとえぽ，ダディ（EA．　Duddy）およびレブザン（D．A．　Revzan）
はmarketingを社会経済的視点からつぎのように説明する⑫。
　marketingとは財貨およびサービスが交換され，その価値が貨幣価格で決
定される経済過程である。このばあい，「過程」とは活動一実際には諸活動
が統合された諸集団一を意味する。この活動は明白な目的をもつ。それは，
生産点から消費点まで財貨を移転させることであるが，この移転には物的意味
での移転だけでなく，消費老欲求を最大限に満足させることを容易にするよう
な方法も含まれる。
　ダディおよびレブザンによつて，このように規定される　marketingは，
commerceとほぼ同様な概念内容をもつものといえる。　しかしながら，　アメ
リカにおいては，’ モ盾高高?窒モ?ﾆmarketingは異なる内容をもつとして，一般
的には理解されているので⑬，この問題にかんしては，さらに詳細な比較・研
究が必要とされよう。
皿　commerceの形成諸要素
1．N．ブラントンによるcommereeの形成諸要素にかんする見解
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commerceが財貨を生産者から消費者へ移転させ，その社会的需給の適正
な結合をはかることを目的とした諸活動を総括した概念であるとしたばあい
に，つぎに問題とされるのは，commerceをかたちつくる諸活動としてどの
ような活動がこれに含められるかという点である。この問題にかんして，上掲
の諸論者はいずれもがcommerceの形成諸要素をとり上げa4，説明している。．
これらの諸論者のこの問題にかんする所説について検討するのに先立って，
N．ブラントンによるそれをとり上げ，その所説を概観したいと思う。
　ブラントンは，まず，下に示すような図解によってcommerceの基本的形
成諸要素（principal　subdivisions　of　dommerce）を示しているaS。
　　　　　　　commerce　　　　　「t－　・L　　［
（財貨を消費著の手に移転させることによって財貨の栽培や製造活動の作
用を完成させるための諸活動）
　　　　　　　　　l
　　　l　　　　　　　　　　　　　l
　　　trade
　　　　l
（財貨所有権の移転
にかんする諸活動）
　　　　i
　　1　　　　1
　国内　　　国外
　（home）　（overseas）
　　1　　　　1
　　　／＼　　／　　＼
　　卸売　　小売
（wholesale）　（retail）
trade助成活動（activities　auxiliary　to　trade）
　　　　　　　4
l　　　　　　　　　l
物的流通　　　銀行活動と金融（支払）
（physical－　　　（banking　and　finance
distributiQn）　－payment－）
　　1
l　　　　　　　　　l
運送（移転）　　　倉庫活動（保管）
（transport　　　　（warehousing
－movement－）　－storage－）
　　　　1
保険（危険負担活動）
　（insurance－risk
　bearing－）
　そして，これらの諸要素にかんするブラントンの説明の大要はつぎの通りで
ある⑯。
　（1）　trade
　commerceの最終目的は諸財貨を使用したいと思っている人々にこれをと
どけることである。このためには流通活動とよばれるあらゆる諸活動が必要で
ある。このぼあい，まず第1に必要とされることは，財貨の原初的生産者とこ
れを使用したいと思っている最終消費者とを人的に連結することである。この
ためにtradeとよぼれる活動があり，これを遂行するための複雑な組織機構
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も必要とされる。tradeは購買活動（buying）と販売活動（selling）という2つ
の側面にかかわる問題と関連している。この問題は，今日のように，生産が特
殊化された諸状況のもとでは，生産者と消費老とが広い範囲にわたって分離さ
れ，さらに国際的な隔離さえもあるという事実によって，非常に複雑となって
いる。
　今日では，大部分の財貨が消費者の注文によって生産されるのではなく，消
費者の必要に先立って生産されるので，さらに複雑な問題が生ずる。生産は，
財貨がつくられたときには，その財貨を処分するのに十分な市場が見出される
であろうという希望ないし見込みのもとで行われる。こうした事実にもとつい
て，販売活動には商品計画（merchandisifi9）といわれる活動も含まれる。商品
計画は消費者の購買をそそるような生産物の諸特質を考慮して生産を決定する
ことである。また，一般的にいって，個々の消費者は自分たちが購買する商品
の技術的利点を十分に判断する能力をもたない。したがって，tradeの販売側
面においては，その財貨が消費者が購買するに足るものであることを十分に説
得できるような諸情報を提供することも含まれてくる。
　tradeでの購買問題としては，第1に，消費者の多様な欲求を充足するに足
るものはなにかを知ることであり，第2には，実際に最も適切な貨幣価値でこ
れを購買しようと努力することである。
　（2）運送（transport）
　財貨は特定地域で大量に生産されると同時に，その他の広汎な地域で使用さ
れることが多い。各種の製造産業において大規模工場生産は生産物の価格を引
下げた。近代技術の発達も多くの事業分野で大規模生産の有利性を増大させ
た。こうした傾向は生産の集中化を促進したが，同時に供給財貨の物的流通問
題を生ぜしめた。石油は精製工場から給油基地の貯蔵タンクに移転されねばな
らず，そのうえで諸工場や家庭の貯蔵タソクに移されねぽならない。こうした
なかに運送の流通機能（commercial　functiQn　of　transport）がある。
　運送設備が利用できるということは，全流通過程を通じて決定的に重要なこ
とである。どの程度運送を利用することが適当かということは，物的生産分野
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でどの程度に特殊化がすすんでいるかによってきまってくる。生産物をその需
要地に流通させることができないとすれぽ，高能率化をはかるために，生産の・
工場原価を低くして，特定地域で大量に財貨を生産することは意味がない。運
送を高能率化する制度がないとしたら近代的経済制度は急速に崩壊する。
　ただたんに運送手段を準備するだけでは問題は解決しない。決定的に重要な
ことは運送手段を利用するための費用と，多くのぽあい，財貨を移転させるた
めの速度とである。よしんば，ある地点から他の地点に商品を移転させること
が技術的に可能であるとしても，老のために人々が負担できないほど最終価格
が高くなったのでは全く意味がない。腐敗性食料品のような財貨のぼあいに
は，財貨を市場に良好な状態でとどけるための安くて速い運送制度がなけれ．
　　　　　　　　　　∫’・
ぽ，これを取扱うために提供されている諸設備は利用不能となる。こうして，
安い費用と速い速度の調整をはかるために多くの運送手段が開発されている。
　（3）銀行活動と金融（banking　and　finance）
　便利さと節約という理由から，商取引のほとんどが貨幣に換算して行われて
いる。貨幣がなければ完全に発達した流通制度は機能することができない。通
貨の社会的循環というかたちで貨幣が準備されることは重要である。高度に発
達した国々では通貨の利用のなかに節約の手段を見出している。価値を評価す
るための手段としての貨幣の利用は大きな不便を覚悟しなければやめることの
できないものである。
　貨幣を利用することによって，財貨およびサービスの価格がこれとの相対的
関係において，市場価格というかたちで表現できることになる。このことは，
交換の諸条件が，他の手段によっては示すことができないほど正確な姿で示さ
れることを意味する。また同時に，すべての人々にとって利用できる借財のた
めの容易な方法が示されたことにもなる。しかし，時には一般に想像されるほ
ど複雑ではないにしても，この制度の運営はそれ自体が複雑な経済活動であ
る。貨幣制度を準備し運営すること，また，安価で伸縮性のある安全な借財手
段を準備することが銀行の流通機能である。
　銀行活動の機能は交換の機構を準備するだけにとどまらない。財貨の生産に
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は，いつの時代でも，また複雑な生産様式をもつ現代においても，多くの人々
を雇用する。生産過程が出発してから，財貨が最終的に購買されて対価が支払
おれるまで，原材料のかたちをとる資源と人々の労働力とが生産に固定化され
る。こうした状態を鉱夫や工場労働老や事務員などに納得させるには，誰れか
しらが彼らが提供するサービスに対して支払う貨幣を供給しなければならな
い。これらの労働者たちは生産が完了して製品が販売され終るまで待っている
ことはできない。賃金以外の諸費用も生産が進行している途中で同じように支
払われねばならない。こうした金融問題を解決するためにも銀行制度が大いに
貢献している。
　（4）保管と倉庫活動（storage　and　warehousing）
　財貨の流通過程で生ずる困難な問題の1つは，大部分の生産がかなりの程度
販売に先立って行われなけれぽならないという事実から生ずる。この事実が1
つの特殊な問題，つまり，消費老が容易に購買できるようになるまで商品を保
有するという問題をおこすことになる。ここから保管あるいは倉庫活動という
流通機能が必要となる。保管は2つの側面から必要である。第1に，生産と消
費との間にある季節的変動を調整すること，第2セこは，不意に，または，種々
な理由から生ずる生産・消費間の一時的な調整をはかることである。
　倉庫活動も同様に工場生産物のばあいに重要である。一般的にいって，高額
な製造設備を擁している近代的工場は緩急なく着実に生産活動が行われるぽあ
’いに最も効率的に運営される。このことが，すぐ必要に応じられるように原材
料や取替部品を準備させることになる。しかしながら，こうした円滑な工場運
営は，消費老行動にあっては生産活動と同じ調子で着実に工場生産物を購買す
ることが少ないという事実によって危険にさらされることになる。それは，消
費者の財貨購買活動が季節的に偏在するからでもある。
　季節的な需要の偏在だけでなく，突然に緊急な需要が生ずることもある。経
済制度が円滑に動いて行くためには，財貨が需要された時に，容易に入手でき
る場所に，ストックのかたちで利用できる状態になっていなけれぽならない。
こうしたストックがないと経済活動が混乱することになる。
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　財貨のストックは次の生産段階または消費者によって需要されるまで保管さ
れなけれぽならない。そのうえ，このための金融も必要となる。金融は物的生
産活動のためだけでなく，財貨を保管するためにも，誰れかによってなされな
ければならない。この金融は生産者，商業者さらに銀行などによって行われ
る。
　（5）保険（insurance）
　最後に残っている流通機能が保険である。これはある程度時間という要素と
関連する。商品生産過程およびこれを消費者に移転させる全過程を通じて種々
の保険が存在する。実際に，財貨の所有者やこれらの財貨を生産するために必
要とされる原材料の所有者は，ある種の危険が存在していることを自覚してい
る。これらの危険は，まず第1に，火災あるいは天災によって財産が破壊され
るといった災害から生ずる。さらに，危険は戦争，内乱，経済不安，盗みなど
の人災としても生ずる。最後に，製品生産上での間違い，需要されている場所
や時間などについての間違いなど，危険は人間の過誤によっても生ずる。これ
らの危険に対しては，経済活動にたずさわる人々が，自分自身を熟練させるこ
とによって，また，先見や幸運によって対処できることも確かである。適正な
事柄を，適正な時期に，適正な場所で行なう技能は，事業を成功させるための
技能の1つである。しかし，その他の諸危険に対処するために，多くの他の危
険を防ぐ方法を用いることもできる。一般的な流通過程においても危険の影響
力は大である。ある過程に含まれている危険の度合いが大きれば大きい程，人
人はこれを避けようと思い，また，これを進んで行うような場合には，受取る
報酬も大きくなるであろう。こうした危険の存在について，最大の問題は，そ
の危険が測定可能かどうかということである。完全ではないにしても，不確実
性が測定できたぽあいには，その程度が知られ，また，その費用も推計するこ
とができる。保険はこうした計算が可能な危険の分野を取扱って，危険を経済
にたずさわる人々の計算によって明白な費用として具体化することを可能とし
たのである。経済にたずさわっている人々にとって不確実とされている部分を
減少させることによって，保険は経済人が進んで危険を引受けることのできる
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余地を拡大して行くものである。
（644）
　2．N．ブラントンと他の諸論者との見解の異同
　前項に示したブラントンによるcommerceの形成諸要素の把え方とその内
容についての見解は，イギリスにおけるcommerceにかんする所説の最も代
表的なものといえる。
　しかしながら，上掲の各論者がこの問題について述べているところをこれと
比較すると，ブラントンのそれとの間に若干の異同を見ることができる。それ
は，第1に，commerceの形成諸要素をtradeとtrade助成活動とに分けて
把えるかどうかという点，第2に，commerceの形成諸要素としてどのよう
な諸活動をこれに含めるかという点にあらわれる。
　（1）commerceの形成諸要素の把え方についての異同
　前項に示した図解によっても理解されるように，ブラントンは
　　　　　　／勲
c°mmerCe戟 ，ad。　、tJ成活動∫撫金融
　　　　　　　　　　　　　／　　保管と倉庫活動
　　　　　　　　　　　　　　保　険
　と分類して，commerceの形成諸要素を，まず，　tradeとtrade助成活動
（activities　auxiliary　of　trade）とに大別する。
　これに対して，スキンナーは，commerceの領域は5つの主要な形成諸要
素に分類できるとしてao，
＿㏄騰票灘贈一一
　　　　　　／
　　　　　　　金融と銀行活動（finance　and　bankln9）
　　　　　　　保険（1nsurance）
　とcommerceを形成する諸活動を並列的に把握する。
　こうした点にブラントンとスキンナーのcommerceの形成諸要素の把え方
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についての差異がみられるが，ここにとり上げた諸論者のうちスキンナー以外
はすべての論者が，ブラントンのぽあいと同じように，commerceをtrade
とtrade助成活動とに類別する立場をとる。したがって，イギリスでのcom－
merceの形成諸要素の把え方については，これをtradeとtrade助成活動
とに類別して把握する考え方を典型とみることができる。
　しかしながら，このぼあいであっても，tradeおよび・trade助成活動のな
かにどのよう一な活動要素が含まれるかという点になると，ここにも若干の差異
がみられる。
　（2）commerceに含められる活動諸要素についての異同
　この点にかんする諸論者の所説を整理したばあいに，まず第1に指摘できる
ことは，trade助成活動のなかに1つの活動要素として広告活動（advertising）
を加える論者と加えない論者のあることである。
　trade助成活動に含まれる活動要素を運送，金融，保管，保険の4つの要素
として把える論者はブラントンとトーマスである。
　これに対して，ヒューズおよびラブリッジ，スタフォード，ウィリアムスな
どの論者は，うえの4つの要素に広告活動を加え，5つの活動要素をtrade
助成活動の形成要素としている。ヒューズおよびラブリッジによってなされて
いる広告活動についての説明の大要はつぎの通りである⑱。
　広告もcommerceの付随活動に含められる。一見したところ，広告は他の
付随活動と異なって不可欠のものではないようにみえる。また，取引のかなり
の部分渉広告を必要とせずに成立しているようにも思われている。しかし，最
近では，広告は潜在的な買手たちに情報を伝えるための大きく成長した産業と
なっている。印刷物，ラジオ，テレビなどによって，広告がcommerceの世
界での1つの活動的分野となっていることは衆人の認めるところである。競争
が生産者や商業者に広告を続けるよう圧力をかけ，そのうえ，多くの商品，特
に，新製品は広く広告しなけれぽ，その市場を見出すことができないのであ
る。こうして，現在では，広告はcomlnerceの付随活動に含められねぽなら
ない。
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　広告活動を，1つの重要な社会的な力（s・cial　f・rce），とするスタフォード
も，また，広告活動を，1つの最も重要な競争方法（method　of　competition），
とするウィリアムスも，ヒ＝一ズおよびラブリッジのぽあいと同様に，広告活
動は供給者が需要老に対して財貨にかんする諸情報を伝え，財貨の販売市場を
獲得・維持・拡大するために不可欠な活動要素としていることは同じである。
　commerceに含められる活動諸要素にかんする諸論者の所説について，第
2に指摘できる点は，広告活動のかわりに情報伝達（communicati・n）を加える
論者のあることである。その1人はホワイトヘッドで，彼にあっては，運送，
金融，保管，保険のほかに情報伝達を加えた5つの活動要素がtrade助成活
動を形成する。ホワイトヘッドは，その著書のなかで情報伝達の流通機能につ
いて明確な説明を行なってはいないが，具体的に取扱われている問題は，郵政
公社の諸サービス（Services　of　Post　Office）と広告活動とである⑲。
　ところで，情報伝達について明確な説明を行っているのはスキンナーであ
る。スキンナーは，すでに示したように，cOlnmerceを直接に5つの主要な
形成諸要素に分類するが，運送と情報伝達を1つの項目に含めながら，情報伝
達についてつぎのように説明している⑳。
　情報伝達とは情報の移転を意味し，運送とかかわり合いがある。これには印
刷物，通信，ラジオ，テレビなどの諸サービスが含まれる。こうした情報伝達
手段が利用できなかった時代には需要と供給とを合致させることがいかに困難
であったかは想像にかたくない。情報伝達には市場調査（market　reseach）と広
告活動（advertising）とが含まれる。市場調査は供給者によって行われ，でき
る限り正確に生産物に対する需要の性質と程度とを測定しようとするものであ
る。供給者は，この目的のために，特定の市場について非常に複雑な統計的調
査を行い，その結果は優れた専門家によって分析される。広告活動は主に新
聞，雑誌，民間テレビによって行われる。これらのものは大衆に対して製品に
ついての情報を与え，また人々に対してこれらの製品の購買やいっそうの購買
の増加を勧誘するものである。
　このように，スキンナーにあっては，情報伝達を，需要にかんする諸情報を
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供給老に伝達する側面と，供給にかんする諸情報を需要者に伝達する側面と，
2つの側面を含めたものとして把えているところに，ホワイトヘッドのぽあい
との差異がみられる。
　commerceに含められる活動諸要素にかんする諸論者の所説について，第
3に指摘できる点は，独立した活動要素として広告活動ないし情報伝達活動を
あげていない論者にあっても，他の要素のなかでこれを取扱っていることであ
る。この部類に入る論老はブラントンとトーマスである。
　ブラントンにあっては，この問題はtradeのなかで取扱われている。前項
に示したように，v．ブラントンはtradeについての説明のなかで　tradeの販
　　　　　　　　1売側面においては，その財貨が消費者が購買するに足るものであることを十分
に説得できるような諸情報の提供ということも含まれてくる，としているが，
これは具体的には広告その他によってなされる供給にかんする諸情報を需要者
に伝達する側面を把えたものである。また，tradeでの購買問題としては，第
1に，消費者の多様な欲求を充足するに足るものはなにかを知ることであり，
としていることは，需要にかんする諸情報を供給者が収集することの必要を指
摘したものとして理解することができよう。したがって，ブラントンにあって
は，スキンナーが情報伝達活動のなかで取扱っている問題がtradeのなかで
取扱われているものとして理解することができる。
　以上のような3つの指摘をつうじて，commerceに含められる活動諸要素
にかんするブテントンと他の諸論者との見解の差異をみると，広告活動あるい
は情報伝達活動を，tradeのなかで取扱うか，あるいは，1つの独立した活動要
素として取扱うかという点に要約することができる。この差異は，commerce
全体の体系のなかで広告活動や情報伝達活動をどのように位置づけるかという
点での差異に基づくものではあるが，ひいては，commerceの中心的活動と
されているtradeをどのように把握するかということと関連する。
3．　tradeについて
commerceの形成諸要素をtradeとtrade助成活動とに分けて把える論
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者はもとより，commerceの形成諸要素を並列的に把える論者にあっても，
tradeをcommerceの最も重要な活動要素（the　most　important　branch　of
commerce）とすることに変りはない。
　また，tradeを，財貨の購買活動（buying）と販売活動（selling）からなる，
財貨所有権の転換（change　of・wnership）セこかかわる活動，と規定することも，
イギリスのcommerce論者に共通した点である。
　さらに，このtradeを4つの領域に分類して，，
　①小売trade（retail　trade）
　　　　　　　　　　　　　　　　　国内trade（home　trade）
　②卸売trade（wh・1esale　trade）
灘1器諜器｝国外一伽一
　とすることも，すべての論者に共通した考え方である。
　しかしながら，各論者のtradeにかんする説明は必ずしも同一ではない。
たとえぽ，ホワイトヘッドはtradeをつぎのように説明する⑳。
　……ここに所有権の転換がある。そして流通としての交換（commercial　ex・
change）が成立する。これがtradeと呼ぽれるものである。　tradeは4つの
領域に分けられる。卸売，小売，輸入および輸出である。これらの領域はそれ
ぞれが生産と消費との間にある時間的隔離（time　gap）をうめるという機能の
一部を遂行する。時間的隔離をうめるために必要な一定量を財貨が必要とされ
るまで保有することがこの業務にたずさわる人々（trader）の機能である。
　また，ウィリアムスは，
　tradeはたんなる購買活動と販売活動（merely　buying　and　selling）にすぎな
い。これは財貨の所有老を転換するだけである（It　only　changes　the　owners　of
the　goods）⑳o
　と説明している。さらに，スキンナーの説くところはつぎのとおりであ
る㈱。
　tradeは原初的原材料の購買から完成品の最終消費者への販売にわたる，諸
商品の購買活動と販売活動とを含む。消費老は自分の要求に合わせるように財
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貨を注文することもある。しかし，大部分の生産物は需要者とみなされる人々
に対して，製造コストと利益とをうることができるような価格で販売されると
いう期待のもとで生産される。需要者とみなされる人々は，情報提供的広告や
説得的広告によって，そうした需要を刺激されることが多い。tradeと呼ぼれ
るこの財貨所有権の移転過程は，すべての生産的経路に沿って行われるもので
あり，co㎞merceの最も重要な活動要素である。
　これらのtradeにかんする諸説明は，　tradeを購買・販売活動とし所有権
移転活動としながらも，tradeに含まれる，したがって，購買・販売活動に含
まれる活動範囲あるいはその機能をどう把えるかによって，その意味するとこ
ろが異なってくることを示している。
　こうして，tradeの活動範囲についての各論者の差異は，ひとつには，前項
にみたcommerceの形成諸要素にどのような活動要素を含めるかという問題
とかかわってくる。たとえば，tradeのなかに時間的隔離の克服を考えるホワ
イトは，trade助成活動に保管活動を加えていない。また，　tradeをたんなる
所有権移転活動と規定するウィリアムスは，trade助成活動に1つの活動要素
として広告活動を加えているのに対して，tradeに情報伝達的側面を加味して
考えるブラントンにあっては広告活動を独立した1つの活動要素として把えて
いない，といったぐあいである。
　tradeの意義はこれを形成する購買・販売活動の範囲ないしはその機能をど
のように把えるかによって決ってくるが，一言にしていえぽ，ウィリアムスら
にあってはこれを所有権移転の技術的活動過程として把え，ブラントンにあっ
ては需給の合理的結合をはかる経済的活動過程として把えているものとするこ
とができるであろう。いずれにしても，イギリスにおいては，commerceの
中心的活動とされるtradeの意義についても論者によって意味するところに
差異のあることを十分に理解すべきである。
　ところで，commerceという用語についても考えられたように，ここにい
うtradeという用語は邦語のどのような用語におきかえて理解できるもので
あろうか。すでに述べたように，土屋博士はtradeはだいたいにおいてわが
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国の商業の語に合致するとしておられる。しかしながら，商業という邦語それ
自体については，周知のように古くから，わが国の諸学老の問で，多くの概念
規定がなされ必ずしも統一した意味で用いられていない。現在でも，たとえ
ば，市場の概念を，「物の流れ」だけにしぼった場合が配給とされるのである
が，この配給のうち，さらに，再販売のために購入する活動だけを，とり上げ
るとすると，それが商業となるPt。として，商業を再販売購買活動として把え
る見方がある。また，いっぽうでは，物品の有償配給，すなわち転売目的をも
って物品を購入することを専業とするもの，およびその仲介や代行をする営業
を商業という⑳。　として，再販売購買活動ないしはその仲介・代行活動を専業
とする企業を商業とする見方もある。
　このように，邦語の商業という用識こは，これを活動概念として把えるばあ
いと企業概念として把えるばあいとがあるが，今まで検討してきたように，イ
ギリスでのcommerceのなかで論じられるtradeは活動概念ないし機能概
念である。したがって，tradeを企業概念としての意味をもたせることのでき
る邦語の商業におきかえることには問題があると思われる。
　また，商業を活動概念として把えたぽあいこれをtradeの邦語としておき
かえることができるかというと，これにも若干の問題があるように思われる。
というのは，tradeを所有権移転の技術的活動過程とするばあいには，この意
味での商業におきかえることができるにしても，tradeを需給の合理的結合を
はかるための経済的活動過程として，いいかえれば，需給情報の伝達側面をも
含めた活動概念として把えたばあいには，邦語の商業はtradeの意義を十分
に伝えることができるかどうかに若干の疑問が残されるからである。こうした
点への考慮から，tradeに相当する邦語として，ここではとりあえず，「商活
動」ないしは「商的活動」という用語をあてはめておきたいと思う。もちろ
ん，その妥当性については未だ検討の余地の残されるところである。
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IV　おわりに
　1．commerceとcommerce論
　前項までの問にイギリスにおけるcommerceの概念とその形成諸要素につ
いて概観してきたが，今までにまとめられた諸点を再び要約すると，つぎのよ
うな諸点を指摘することになろう。
　①commerceは第三次産業に含まれる経済領域にかんするものであるこ
と。　　　．　．y
　　　　　　e．
　②commerceは財貨を生産者から消費者へ移転させ，その社会的需給の
適正な結合をはかることを目的とした諸活動を総括した概念であること。
　③commerceのなかに総括される諸活動はtradeとtrade助成活動とに
分けられるのが一般であること。
　④tradeは購買・販売活動を内容とするが，その活動範囲ないし機能の把
え方によってtrade助成活動に含まれる諸活動が規定されてくること。
　⑤trade助成活動には運送，金融，保管，保険が含められ，さらに，情報
伝達ないし広告活動などが含まれることがあること。
　このようなcommerceの概念とその形成諸要素の把握にもとついて，これ
らを体系化し，これらの諸活動が実際にどのようなかたちで遂行され，どのよ
うな問題をともなっているかなどについて論述する学問分野がcommerce論
であるといえる。いいかえれぽ，うえに述べてきたようなcommerceにかん
する所説は，．commerce論のなかでは，　commerceの性格を明確にするため
のいわば，序説としてとり上げられる課題である。したがって，commerce
の概念およびその形成諸要素の把握のいかんがcommerce論の体形化やその
内容に特徴を与えることになるのは当然のこととして，なお，commerceの
概念規定やその形成諸要素にかんする所説がほとんど同一のばあいであって
も，commerce論として取扱われている諸課題の範囲とその取り上げ方に大
きな差異のみられるぽあいのあることも，イギリスでのcommerce論の特徴
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といえる。たとえぽ，すでに指摘してきたように，ブラントンとトーマスにつ
いてみると，両者の間には，commerceの概念ならびにその形成諸要素にか
んする把握のし方にはほとんど差異が認められないのであるが，commerce
論と・し’ての著書のなかで取扱われている内容には，つぎのような差異がみられ
る。
　まずブラントンの著書のなかで取扱われている諸項目はつぎのとおりであ
る。???????????Commerceの構成（The　Framework　of　Commerce）
市場と価格（Markets　and　Prices）
国内Tradeのシステム（System　of　Domestic　Trade）
小売活動の一般的機能（General　Function　of　Retailing）
小売流通の組織（Organizati・n・f　Retail　Distributi・n）
卸売Trade（The　Wholesale　Trade）
企業金融と資本（Business　Finance　and　Capital）
貨幣と支払手段（Money　and　the　Means　of　Payment）
イングランド銀行（The　Bank　of　England）
金融媒介機関と市場（Financial　Intermediaries　and　Markets）
株式会社銀行の役割（Services　of　the　Joint　Stock　Banks）
国内運送（lnland　Transport）
海運および航空運輸（Transport　by　Sea　afid　Air）
情報伝達と郵政公社（Communications　and　the　Post　Office）
企業危険と保険（Business　Risks　and　Insurance）
　16’輸出Trade（The　Export　Trade）
　17　輸入Trade（The　Import　Trade）
　これに対して，本文だけで752頁をかぞえるトーマスの著書のなかで取扱わ
れている諸項目はつぎのとおりである。
第1部　Commerceと経済（Commerce　and　Economics）
　1　経済の基盤（The　Economic　Basis）
?／
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2　欲求とその充足（Wants　and　their　Satisfaction）
3　生産組織（Productive　Organization）
4　経済領域（Business　Occupations）
第豆部　Commerceの機構（The　C・mmercial　Machine）
5　Commerce遂行企業の形態（Types　of　Commercial　Undertaking）
6　合名会社（Partnership）
7　株式会社（Companies）
8　企業結合と協約（Combinations　and　Associations）
9　組織と経営（Organization　and　Management）
　　　　　　」．
ユ0事務手続と設備（Office　Routines　and　Equipment）
11広告とパブリシティ（Advertising　and　Publicity）
12人的要素への報酬支払い（Rewarding　the　Human　Factor）
13原価計算（Cost　Acc・unting）
14管理会計一1（Management　Accounting－D
ユ5管理会計一ll（Management　Accounting－ll　）
16企業の法律問題（The　Legal　Side　of　Business）
17企業ののれん（Business　Goodwi11）
第皿部流通市場（Commercial　Markets）
18　市場と商的組織・（Market　and　Trade　Organizations）
19媒介機関と危険負担機関（Business　Intermediaries　and　Risk　Bearers）
20運送（Transport）
．21情報伝達の方法（Methods　of　Communication）
第IV部　Tradeとその形成要素（Trade　and　its　Divisions）
22購買活動と販売活動（Buying　and　Selling）
23生産企業（The　Manufacturing　Concern）
’24　卸売Trade（Wholesale　Trade）
25小売Trade（Retail　Trade）
26連鎖店（Multiple　Shops）
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27百貨店：通信販売店（Departmental　St・res：Mail－Order　Business）
28　消費者協同組合（Consumers’Co－operative　Societies）
29財貨の配送（Despatch　of　Goods）
30外国貿易（Foreign　Trade）
31　輸出（Exporting）
32　輸入（Importing）
第V部Commerceの円滑化機構（The　Whee1・・f　C・mmerce）
33貨幣とその機能（M・ney　and　its　Functions）
34送金の方法（Methqds　of　Remitting　Money）
35銀行活動（Banking）
36銀行預金口座（The　Banking　Account）
37為替手形と約束手形（Bills　of　Exchange　and　Promissory　Notes）
38小切手と類似の証書（Cheques　and　Similar　D・cuments）
39外国為替（The　Foreign　Exchanges）
40　ロンドン金融市場（The　London　Money　Market）
41資本市場（The　Capital　Market）
42銀行と商・産業金融（Banks　and　the　Finance　of　Trade　and　Industry）
43保険（lnsurance）
44　経済変動（Trade　Fluctvations）
第M部　Commerceと国家（Commerce　and　State）
45経済への政府の介入（Government　Intervention　in　Business）
46破産（Insolvency）
47労働組合：労働争議（Trade　Unions：Industrial　DisPutes）
48政府の担当官庁とCommerce（Government　Departments　and　Commerce）
49産業生産と国家収入（The　State’s　Share・f　the　Product・f　Industry）
　このようにブラントンとトーマスのそれとを比較してみると，ブラントンの
ばあいは，みずからのcommerce概念とその構成諸要素に基づいてcom－
merce論の内容を組立てているのに対して，トーマスにあっては，commerce
　（655）　　　　　　　　　　　　イギリスにおけるCommerceについて　　71
論の構成は必ずしもそのCOInmerce概念に密着したものではなく，極めて広
範囲の問題が取扱われていることが知られる。
　イギリスにおけるcommerce論としてはブラントンによるそれが最も典型
的なものとして評価されるが，commerceに対する基本的理解においては大
きな差異をもたない他の諸論者たちが，多様な内容をもったcommerce論を
展開しているところにイギリスのcommerce論のひとつの特徴をうかがうこ
とができる。
　　　　∫
　2．Commerceの形成諸要素と流通機能
　うえに検討したcommerceの形成諸要素は，財貨を生産者から消費者へ移
転させ，その社会的な需給の適正な結合をはかるために必要とされる諸活動な
いしは機能（functi・ns）である。したがってCOmmerCeの形成諸要素とは，
わが国で配給機能あるいは流通機能として取上げられ，また，アメリカで社会
経済的視点から把えられたmarketing機能として取扱われている問題に相当
する。
　流通機能の概念また特にこのなかに含められる諸機能（ないしは諸活動）にか
んしては，わが国およびアメリカの諸論者の間でも多くの見解がある暁これ
にたいして，イギリスのcommerceの形成諸要素にかんしては，うえにみた
ように，各論者間でその取扱い方については若干の異同が認められるにして
も，基本的には同じ所説を展開しているものといえる。特にその共通的特徴の
1つは，commerceの形成諸要素をtradeとtrade助成機能とに分類して
体系化する考え方である。こうした体系化のし方は，わが国においても，古く
から・配給機能ないし流通機能を本質的機能と副次的（助成）機能とに分類す
る論者のばあいにみられる。また，このばあい，本質的機能を人格的統一機能
とし，具体的にはこれを財貨所有権移転機能としているところにも，イギリス
でのそれとの共通性をみることもできる。このように，流通機能を本質的機能
と副次的機能とに分けて把握する体系化のし方は，わが国でも，この学問分野
で定着した1つの考え方といえる。たとえば，最近わが国で刊行された商業学
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の文献においてもこの問題が取扱われ，流通機能をつぎのように分類してい
る⑳。
　（1）　需糸合接合機倉旨
　　（a）市場評価（市場情報の収集分析を含む）
　　（b）商品調整（標準化，製品開発，商標設定，価格設定，販売経路政策，仕入販
　　　売計画など）
　　（c）情報伝達（広告，販売員活動など）
　　（d）取引（取引契約締結，製品サービス提供など）
　〈2）　　物貝オ移車云機育旨
　　（e）運送
　　（f）保管（在庫管理を含む）
　く3）助成的機能
　　（9）流通金融
　　（h）流通危険負担
　さらに，この文献では本質的機能と副次的機能について，つぎのように説明
している。
　流通機能として本質的なものは，必要にして十分な条件を備えたもの，すな
わちそれがあれば他の機能を欠いても流通ということができ，かつ，それを欠
けぽ流通とはいい得ない機能であって，最も単純な形態の流通にもみられるも
のである。このような本質的機能を何に求めるかは，流通を如何に概念規定す
るかによって異なるが，資本主i義経済社会における有形・無形の商品の生産と
消費の間の懸隔架橋を社会的ないし経済的機能とするものとすれば，需給接合
機能のうち取引がそれに当る。……これに対して，物的流通機能はサービスに
ついては必要としないし，また，物資についても，これが別個に独立して行わ
れることはなく，取引に付随し，これを完了させるための活動である。需給接
台機能のうち，市場評価，商品調整，情報伝達などは取引成立のための準備的
段階をなすものであり，また，売手の間に純粋競争が行われるぽあいには，こ
れを欠くこともある。助成的機能は，注文生産に例がみられるように，これを
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必要としないことがあるし，また，取引に付随する機能といってよい。
　こうしたわが国における流通機能の分類をcommerceの形成諸要素との対
比においてみると，ここにいう需給接合機能とはcommerceにおいて情報伝
達を含めた⊆ブラントンにみられるような）tradeに相当するものであり・物的
移転機能はcommerceにおける運送活動と保管活動に，また，助成的機能は
commerceにおける金融活動と保険活動とに相当するものといえる。こうし
た意味では，わが国における流通機能論とイギリスにおけるcommerce機能
論とは，この問題がわが国で配給機能として取扱われていた時代から，流通機
能としてとり上げられるようになった現在においても，極めて類似した側面を
もつものといえる。
　しかしながら，イギリスにおけるcommerceの形成諸要素のうち，特に
tradeについては，これに情報伝達を含めるといなとにかかわらず，これを国
内trade，国外trade，および，卸売trade，小売tradeとに分類するのが
一般的である。卸売trade，小売tradeといったぽあい，これらはいわば財
貨の所有権移転の段階（過程）的把握である。tradeが所有権移転にかかわる
機能ないし活動であるならぽ，tradeを形成する諸活動は，卸・小売段階を経
て所有権が移転するいわゆる間接流通にあっても，また，生産者と消費者とが
直接に取引する直接流通にあっても，ともに所有権移転に必要とされる機能な
いし活動として把えられねばならない問題である。いいかえれぽ，所有権移転
の段階的把握でなく，所有権移転をもたらす活動ないし機能そのものとして把
えられねぽならない問題である。イギリスにおけるcommerceの形成諸要素
にかんする研究は，いわばこうした点での理論的未整理状態が目立つところ
に，わが国における流通機能論とのきわだった1つの格差が認められるのであ
る。
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⑬たとえば，D・T・ClarkおよびB．A．　Gottfriedによる’University　Dictionary
　of　Business　and　Finance’ではつぎのように規定している。
　　commerce－一般的には財貨，財産またはサービスの交換をいう。また，この
　交換にかかわり合いをもつすべての施設やサービスの利用も含まれる。したがっ
　て，これには，購買活動と販売活動だけでなく，保管，運送，金融なども含まれて
　くる。ときには，commerceはTradeと区別される。（2）このばあい，　commerce
　は異なった地域の間で行われる。いっぽう，tradeは1つの地域内の人々の間で行
　われる・ある種の法律や公式文書でcommerce　and　tradeという用語が用いられ
　るのはこうした理由による。
　　marketing　　原初的生産者から最終的消費者への財貨の流れを方向づけまた結
　果させる業務活動（business　activity）のすべての局面を総合したものである。広
　い意味では，これには販売活動だけでなく，広告活動，包装活動，調査，その他の
　非製造的諸活動が含まれるQ
⑭　commerceの形成諸要素を示す用語としてここでとり上げた諸文献ではbran－
　ches　of　commerce，　subdivisions　of　commerce，　commercial　activitiesなどが用
　いられる。これらは，いずれもCQmmerceに含まれる諸活動を意味している。　こ
　こでは，これらを示す邦語としてcommerceの形成諸要素という表現に統一して
　説明をすすめたいと思う。
㈹　N．Branton，　ibid，，　p．10．
⑯　NBranton，　ibid．，　pp．4－11．
⑰　W．G。　Skinner，　ibid．，　p．37．
⑱　H．G．　Hughes，　J．W．　Loveridge，　ibid．，　p．4．
⑲　G，M．　Whitehead，　ibid．，　pp．278－281．
⑳　W．G．　Skinner，　ibid．，　p．39．
伽　GM．　Whitehead，　ibid．，　pp．12－13．
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深見義一Wt’ln「マーケティング辞典」98頁。
同文館編「マーケティング用語辞典」昭和48年，90頁。
　　わが国およびアメリカにおける流通機能にかんする主要な見解の概略について
　は，拙著「現代流通論」昭和44年，47－65頁に収録してある。
鋤　久保村隆祐，荒川祐吉編「商業学」昭和49年，107－110頁。
